
昭和初期の岩手県気仙郡綾里村における津波災害への対応

辻本　侑生

Ⅰ．はじめに

（ 1 ）問題の所在
近年，災害史への関心が各学問領域において高
まっている。歴史学における災害史研究は近世期
の飢饉史研究から始まり，より災害時の多様な人
間の反応や行動を明らかにしようとする社会史的
な研究へと展開した  ₁）。また，人間と自然の関係
史の視点を持つ歴史地理学においては水害常襲地
帯の地域特性に関して重厚な蓄積がある  ₂）。さら
に建築史学の分野においては，近代国家の都市計
画と災害復興との関係を捉えようとする研究が，
関東大震災等を事例に進展した  ₃）。建築史学にお
いては，₂₀世紀前半の災害復興の経験をベースと
し，昭和₃₆（₁₉₆₁）年の災害対策基本法によって
枠組みが整えられた政府・官僚主導型の復興ス
キームを「近代復興」として概念化する段階に
至っている ₄）。
こうした中，東日本大震災後の建築史学におい
ては，昭和 ₈（₁₉₃₃）年に発生した昭和三陸津波
に関心が集まっている。建築史学における昭和三
陸津波への着目は，「近代復興」の原型を昭和三
陸津波に見出そうとするものであると言えよう。
例えば青井哲人は先行研究や文献資料の検討に基
づき，昭和三陸津波が発生した₁₉₃₀年代が，社会
政策全般の転換期であったことの重要性を指摘し
た ₅）。また，青井の指摘を踏まえ，岡村健太郎は
「昭和三陸津波後の被災集落の復興にあたり，政
府は前年から始まった農山漁村経済更生運動の手
法を援用することで，単に被災した集落の復旧に
とどまらない集落の社会的・経済的な抜本的改良
を図ったのではないか」という仮説に基づき，大
槌町吉里吉里を対象とした実証研究を行った  ₆）。
その結果，津波後の復興過程や集団的な高台移転

においては産業組合が中心的な役割を果たしてお
り，内務省や農林省による社会改良政策と強く関
連したものであったことが明らかにされた。岡村
はこの点を「被災からわずか二年足らずで抜本的
な社会改良を伴う規模な計画を立案・実施」とし
たと評価している。
しかしながら，青井が指摘するように，昭和三
陸津波の復興に際して地域社会の側でどのような
復興計画が作成され，どのような体制で実行され
たか明らかにし得る資料は，現時点の研究におい
て思いのほか多くは得られていない  ₇）。国家主導
による昭和三陸津波からの復興の実態が明らかに
なる中，地域社会の側が津波災害にどのように対
応したかについても，併せて明らかにしておく必
要があると考えられる。その際には，被災後の居
住地の移転に限定せず，生活や暮らし全般の復興
について目を向ける歴史地理学的な視点が有効で
あると考えられる。
以上の問題関心を踏まえ，本稿は岩手県気仙郡
旧綾里村を事例に検討を行う。旧綾里村は現在大
船渡市に属しているが，大船渡中心部からは地理
的に離れており，現在でも旧村範囲での一体感が
強い地域である。東日本大震災後，綾里における
復興まちづくりは都市計画学者，建築史学者，文
化人類学者が参画して進められているが  ₈），そう
した中で，現地で「復興地」と呼ばれる昭和三陸
津波後の集団高台移転地へ関心が寄せられてい
る。既に建築史学の岡村により，吉里吉里と同じ
く綾里村においても「復興地」が造成され，産業
組合を活用した復興が行われたことが示され
た  ₉）。
本稿はこうした状況を踏まえ，綾里村における
津波災害に対する地域社会側の対応について一次
資料に基づいて情報を整理し，一つの旧行政村に
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おける復興の事例を資料として提供することを目
的とする ₁₀）。

（ 2 ）方法
昭和三陸津波は発生から既に₈₀年以上が経過し
ており，聞き取りによって復興の全体像を把握す
ることは難しい。また，綾里村においては役場文
書等のまとまった記録も管見の限り残存しない。
そのため，一つの資料を中心的に分析するという
よりは，複数の文書資料をつなぎ合わせること
で，復興の実態を復元するという方法を採用し
た。文献資料のうち，一次資料は石浜方正会文書，
山口弥一郎旧蔵資料等を用い，二次資料として岩
手県立図書館，一橋大学附属図書館等に所蔵され
ている統計類，漁業誌，自治体誌，郷土誌を用い
た。
使用する一次資料の中で，通常の歴史地理学研
究において使用される資料と性格を異にするもの
が，山口弥一郎旧蔵資料である。東日本大震災以
後は，三陸の津波に関する先駆的かつ膨大な業績
が注目されている山口弥一郎（明治₃₅（₁₉₀₂）
年 -平成₁₂（₂₀₀₀）年）は，高校教員の傍ら地理
学・民俗学の研究に従事した研究者であり，竹内
啓一によれば，その研究は①炭鉱集落，②津波，
③凶作（焼畑，稗），④地方都市，⑤村落形態・
構造（名子など）の ₅つに大別される ₁₁）。山口の
死後，福島県会津若松市内の自宅に残された膨大
な研究資料は慧日寺の調査などで山口とゆかりの
ある福島県磐梯町に寄贈され，同町の磐梯山慧日
寺資料館に収蔵された ₁₂）。
著名研究者の旧蔵資料に関しては近年，歴史地
理学においても注目がなされるようになってい
る ₁₃）。山口弥一郎旧蔵資料は地理学史・民俗学史
的な意義は勿論であるが，津波関連に限っても，
フィールドノート等の二次資料の他，多数の一次
資料を含む点が特筆される。山口弥一郎の津波研
究においては集落移動や家の復興が中心的な課題
であり，復興における政策的な側面はあまり関心
が払われていない。しかしながら，筆者が旧蔵資
料を調査したところ，フィールドワーク時に入手

したと推察される各町村における復興計画書等の
原本がみられた。度重なる津波災害によって歴史
的公文書が散逸している傾向にある三陸地方の歴
史研究において，山口弥一郎旧蔵資料の史料的意
義は大きい。
本稿では，Ⅱ章で昭和三陸津波発生以前の綾里
村の地域特性について，統計資料等を用いて整理
する。続いてⅢ章では，昭和三陸津波発生直後の
避難・救援プロセスを，各種文書資料をもとに時
系列順に整理して記述する。さらにⅣ章では行政
村レベル，集落レベルにおいて立案・実行された
復興プロセスについて，同じく各種文書資料を基
に整理する。

Ⅱ．旧綾里村の概要

綾里村は仙台藩領北部に位置した藩政村が基で
あり，綾里湾と港

みなと

湾の二つの湾を擁し，海沿いに
位置する小路，石浜，田浜，港，野々前，白浜，
砂子浜，小石浜の ₈つの集落と，岩崎，野形，宮
野の ₃ つの内陸集落の計₁₁集落からなる（第 ₁
図）。明治維新後，所属県に複数回の変化を経る
も，明治 ₉（₁₈₇₃）年に岩手県に帰属し，明治₂₂
（₁₈₈₉）年の村制施行によって綾里村が成立した。
その後，昭和₃₁（₁₉₅₆）年に吉浜村・越喜来村と
合併して三陸村に合併となるまで存続した。集落
は「ブラク」と通称され，集落ごとに「契約会」
や「方正会」等と呼ばれる，山林等の共有財産の
管理組織を兼ねた自治組織がみられる。交通はリ
アス式海岸地形の入り組んだ海岸線のため陸上交
通は不便であった。大船渡の中心地である盛への
行き来には海上交通が用いられ，自動車の普及や
昭和₄₅（₁₉₇₀）年の国鉄盛線（現・三陸鉄道南リ
アス線）の綾里駅開業によって役割を失うまで，
「綾里丸」という定期船が就航していた。
気候は，夏季は海霧と親潮寒流による北東風の
影響によって冷涼である。冬季は比較的温暖であ
り，降積雪量は極めて少ない。地形はいわゆる
「リアス式海岸」と呼ばれる沈水海岸であり，大
小の入り江が入り組んでいる。大きな入り江には
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綾里川が流れ，綾里川沿いに上流側から，田畑の
広がる内陸集落の宮野・野形，さらに綾里の行政
的，商業的な中心地である港・岩崎の市街が広
がっている。尾根と尾根に挟まれた小さい入り江
には，「田浜」「石浜」というように「浜」の付い
た地名の漁業集落が海に向かって傾斜して立地
し，屋敷地まわりには狭小な畑地が，集落の背後
には広大な山林が広がっている ₁₄）。この山林は，
近世期には素水式製塩のための塩木の伐り出しに
活用され，₁₈世紀中頃にはたびたび木材が枯渇し
た ₁₅）。近代期には村主導による造林が進み，林業
の隆盛がみられた ₁₆）。山林は公有，個人所有のほ
か，前述した契約会によって所有・管理される共
有財産でもあるが，戦後すぐまでは薪炭採集のほ
か，「アラグ」と呼ばれる焼畑により雑穀が栽培
される場でもあった。
リアス式海岸地帯特有の岬状に張り出した尾根
には集落や個人がまつる神社や祠堂がみられ，特

に漁業に関わる人々の巡拝の対象となっている。
綾里全体の村社である天照御祖神社（田浜集落）
も港湾を見下ろす高台に立地している。天照御祖
神社は安永 ₆（₁₇₇₇）年の「風土記御用書出」に「羽
黒派延壽院」として出現し，宥善という修験者が
文明 ₃（₁₄₇₁）年に勧請したと記されている  ₁₇）。
このように綾里村は山岳修験の影響を受けた地域
であり， ₅年ごとに綾里全体で行われる天照御祖
神社の祭礼では神輿を担ぐ男性が数日間忌籠りを
するほか，例えば岩崎集落では男性のみが禊，入
浴の後，飲食を共にする「八日行」という行事が
みられるなど，現在の民俗にも修験の影響がみら
れる。
人口変動に着目すると（第 ₂図），明治₂₃（₁₈₉₀）
年には₂,₆₃₆人みられたが，明治₂₉（₁₈₉₆）年の
明治三陸津波によって₁,₂₆₉人が死亡したため，
明治₃₂（₁₈₉₉）年には₁,₆₇₄人となった。聞き取
りによれば，明治三陸津波の際に家族成員が全滅

第 ₁図　研究対象地域
（ ₁：₅₀,₀₀₀地形図「綾里」（大正 ₂年測図）により作成）
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に近い被害を受けた世帯においては，世帯主夫婦
双方とも養子を呼び寄せて家を継承させる「ヨセ
アツメ」という方法がとられた。そのため，戸数
の減少は₁₀₀戸弱に留まり，大正₁₄（₁₉₂₅）年に
は人口は₂,₆₈₄人となり，被災から約₃₀年を経て
津波以前の人口水準まで回復した  ₁₈）。それに対
し，昭和 ₈（₁₉₃₃）年の昭和三陸津波では，明治
三陸津波に比べて人口への影響は相対的に軽微で
あり，昭和₁₅（₁₉₄₀）年には昭和三陸津波直前の
水準以上まで人口が増加した。しかしながら，後
述するように家屋や漁業設備に大きな被害がみら
れた。
生業は，綾里村全体として見ると，定置網漁と
磯漁を中心とした漁業が最も隆盛していた。『気
仙郡綾里村々是調査』から大正 ₃（₁₉₁₄）年の綾
里村における漁獲物を検討すると（第 ₂ 表），漁
獲量はカツオ，ケンサキイカ，マイワシ，アワビ
が多く，また価格で見るとカツオに次いでアワビ
が高額であった。ただし生業は集落によって違い
がみられた。第 ₁ 表は『気仙郡綾里村々是調査』
（大正 ₅ 年）を基に，大正 ₃（₁₉₁₄）年における
集落別の ₁世帯当たりの家計現金収入を示したも
のであるが，海沿いの集落は漁業収入が多いのに
対し，内陸の宮野集落は「その他（主として出稼

ぎ）」の項目が多くみられ，林業従事者や「気仙
大工」と呼ばれる出稼ぎの従事者が多かったと推
察される。また，昭和初期の綾里村における商業
別戸数構成を山口弥一郎旧蔵資料に含まれる『気
仙郡綾里村勢要覧』（昭和 ₇年）から検討すると，
全₅₀₈戸中，農業を専業または兼業とする世帯は
₉₆戸，水産業を専業または兼業とする世帯は₂₇₅
戸，工業を専業または兼業とする世帯は₈₄戸で
あった。

Ⅲ．昭和三陸津波直後の避難と救援

（ 1 ）避難
昭和 ₈（₁₉₃₃）年 ₃ 月 ₃ 日午前 ₂ 時₃₁分，日本

海構沿いのプレートの折れ曲り地点で正断層運動
による地震が発生した。三陸沿岸部では震度 ₅程
度の地震が発生し，それから₃₀分から ₁時間後に
北海道から宮城県北部までを津波が襲った ₁₉）。こ
のように地震発生は未明であったため，多くの
人々は就寝していた。そうした中，突如地震に見
舞われ，津波が襲ってきたのである。地震から津
波，そして高台への避難という流れの中で，当時
の人々はどのように行動したのだろうか。
山口弥一郎は津波発生から ₂年 ₉か月後の昭和

第 ₂図　綾里村の人口動態
（『岩手県管轄地誌』（陸前高田市史₁₁巻所収），『岩手県統計書』，
『気仙郡綾里村々是調査』，『気仙郡綾里村勢要覧』により作成）
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₁₀（₁₉₃₅）年₁₂月に綾里村を訪れ，津波当時の体
験談をフィールドノートに記している ₂₀）。例えば
山口が小石浜集落で出会った₅₁歳（昭和₁₀年₁₂月
当時）の男性は，地震発生当時「津波ガクルカモ
知レヌト思ツタ」と思いつつも「沖ノ方デドドン
ト音ガシタ」ことについては「軍艦デモキテ演習
スル位思ツタ」とも話した。また，山口が宿泊し
た港集落の村上旅館の若主人（昭和₁₀年₁₂月当時
₃₂歳）は，地震発生後，「浜ヲ見ニユク人ハ津浪
カモ知レヌト云フノデ海岸マデ行ツタガ異常ガナ
カツタノデ帰ツテ床ニハイツタ」がその後，「大
砲ノヒヽク様ナ」音を耳にしたと話した。一方，
白浜集落の₆₂歳（昭和₁₀年₁₂月当時）の女性は「カ
ラカラカラト浜デオトガシタ」ため周囲の人々を
「津浪ダトオコシタ」が，小石浜の男性が聴いた
大砲のような音については「カラカラト云フ音ノ
前ニハ　ドント云フ音ハキカナカツタ」と話して
おり，人によって耳にした音が異なっていること
が窺える。またこの白浜集落の女性は「ドチラニ
ユレタカワカラヌ程大キナ地震デワカラナイ　皆
オキテ神様ヲイノツタ」と話しており，人々が地
震に対して観念的な対処をしていた様子も浮かび
上がる ₂₁）。
同じく山口が綾里村石浜集落で，₄₇歳の女性に
津波当時の体験を聞き取った際のノートには，以

下のように記されている。

₄₇才，女／綾里村石濱／ ₃月 ₃日ノ近クノ津波
／地震ガアッタ　タテニユレタ　地ガ割レント
思ツタ／皆オキツ

ママ

テ戸ヲアケタ　自然ニシマッ
タカラ／床ニツイタ　マタユレタ　マタオサ
マッタ／マタ床ニツキ，ゴーゴート云フ音ガシ
タカラ／津波ダト云フ声ヲキイタノデ　／皆山
ヘニゲタ₂₂）

第 ₂ 表　綾里村における漁獲物（大正 ₃（₁₉₁₄）年）

品名 数量（貫） 価格（円）
カツオ ₃₄,₁₂₀ ₁₇,₀₆₀
ケンサキイカ ₂₀,₈₄₅ ₄,₁₆₉
マイワシ ₁₆,₀₀₀ ₁,₆₀₀
アワビ ₁₃,₁₁₉ ₁₃,₁₁₉
フカ ₈,₀₇₅ ₃,₂₃₀
セグロイワシ ₅,₀₀₀ ₄₀₀
タコ ₃,₀₀₀ ₂₄₀
マス ₂,₉₀₀ ₁,₁₆₀
ツノマタ ₂,₂₀₀ ₂,₄₀₀
ワカメ ₂,₀₀₀ ₁₆
マグロ ₁,₇₃₃ ₁,₀₄₀
カレイ ₁,₆₆₆ ₅₀₀
フノリ ₁,₀₀₀ ₆₀₀
その他 ₃,₄₆₇ ₁,₂₇₈

（岩手県農会『大正五年二月　気仙郡綾里村々是調査』
（一橋大学附属図書館土屋文庫所蔵）により作成）

第 ₁表　大正₃(₁₉₁₄）年の綾里村における ₁世帯当たりの現金収入
単位：円

集落名 海産物 農産物・林産物 その他（主として出稼ぎ） 合計
田浜 ₁₃₁.₀ ₈.₀ ₂₄.₉ ₁₆₃.₉
石浜 ₁₀₀.₆ ₄.₂ ₂₁.₈ ₁₂₆.₆
港 ₈₁.₇ ₄.₀ ₄.₄ ₉₀.₀
岩崎 ₁₂₇.₃ ₁₂₇.₃
野形 ₄₉.₄ ₁₄.₉ ₆.₁ ₇₀.₄
宮野 ₁₀.₂ ₃₃.₇ ₇₀.₆ ₁₁₄.₅
野々前 ₁₃₇.₈ ₁₁.₈ ₁₄₉.₆
白浜 ₁₀₁.₉ ₃.₆ ₁₁.₆ ₁₁₇.₁
砂子浜 ₁₅₅.₀ ₁₁₈.₁ ₂₇.₀ ₃₀₀.₁
小石浜 ₈₃.₉ ₄₈.₇ ₂₉.₅ ₁₆₂.₁
綾里村全体 ₁₂₇.₄

注 ₁ ）「大正三年ニ於ケル各戸ノ現金収支ヲ調査シ之ヲ区別ニ表示」したもの。
注 ₂）岩崎集落は収入合計金額のみ記され，「主トシテ海産物ノ収入」と付記されている。
注 ₃）農産物と林産物は区別なく集計されている集落が多いことから，合算した。
（岩手県農会『気仙郡綾里村々是調査』，₁₉₁₆（一橋大学附属図書館土屋文庫所蔵）より作成。）
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この事例では，地震があってからも「床ニツ
キ」，つまり先程の村上旅館の若主人と同様に二
度寝をしており，「津波ダトイフ声」によってよ
うやく避難へと動き出している。また，村上旅館
の女中も「カスカニ津波キタ /云フ声デ目ガサメ
ソノマヽ飛ビ出シテニゲタガ /誰シモ声ヲ出ス者
ハナカッタ」と話しており，津波を知らせる人の
声で目を覚まして避難したことが窺える。
以上にみてきた津波発生直後の事例からは，地
震が来たら即座に津波の襲来を予知し，整然と高
台へと避難する様子ではなく，津波の音に混乱し
たり，浜まで下りて海を見に行ったりする様子が
浮かび上がってくる。明治三陸津波から₃₇年しか
経過していないことから津波の危険を周囲に呼び
かけたものもあったが，津波が来ないと見込んで
再び寝床に戻る者もあり，人々に津波を知らせて
避難を促したのは地震の揺れそのものではなく，
「津波だ」という呼びかけの声であったと考えら
れる ₂₃）。

（ 2 ）救援と片付け
夜が明けて，気仙郡の沿海部は瓦礫に埋め尽く

され，多数の死者や行方不明者が出ていた。『岩
手県昭和震災誌』の記録によれば，綾里村では
₁₈₁名の死者・行方不明者，₁₈名の重軽傷者を出
し，₂₄₄戸の住宅が流失した。また，公的施設で
は，役場，郵便局，漁業組合の共同販売所・共同
倉庫・共同製造所が流失した。主力産業である漁
業への被害も大きく，₂₀₀隻の小舟と₂₀隻の発動
機船が流失または全壊した ₂₄）。
先行研究においても指摘されているように，大
正期 ~昭和初期における災害の初動対応には軍隊
が大きな力を発揮した ₂₅）。一義的には災害直後の
治安維持という目的もみられたが ₂₆），特に沿海部
の災害では海軍が機動力を発揮し，神奈川県横須
賀軍港に駐留していた海軍の第一駆逐隊は，津波
発生当日の ₃月 ₃日の午後₁₆時 ₅ 分に救護任務の
ための物品を積んで横須賀を出港した。翌 ₃月 ₄
日午前 ₈時₃₀分には駆逐艦「神風」・「野風」が大
船渡港に到着，午前 ₈時₅₅分には岩手県救護班と

協議の上，赤崎村，末崎村，大船渡町等で救恤品
の配給を開始した。午前₁₀時₅₈分には「野風」が
大船渡港を出港し，午前₁₁時₄₀分に綾里村に到
着，同日₁₇時まで救護と救恤品配給にあたった。
このとき配給された物品は，毛布・砂糖入り乾麺
麭・缶詰・白米・圧搾麦・乾物・白砂糖・麦粉・
醤油・黄双・乾饂飩・被服梱・一号麻袋，医薬品
はアスピリン・過酸化水素液・重酸化ナトリウム
であった。その後「野風」は各地で救援にあたり，
₃月 ₉日に横須賀港に帰港した ₂₇）。
一方，被災地現地においても，集落レベルの自
治組織や青年団が救助や支援物品の分配，後片付
けに向けて動き出した。例えば綾里村の石浜集落
には「方正会」という集落内各家の戸主が加入す
る自治組織がみられるが，その石浜方正会では津
波翌日の ₃月 ₄日から，片付けや配給品の分配へ
の対応を協議する動きがみられた。以下に当日の
議事録を引用する。

昭和八年三月四日午後零時半開催
決議事項
一，参月参日午前三時拾分襲来ノ三陸沿岸大海
嘯ニ依ル惨害ノ跡始末ニツキ山下甚之助宅
ニ於テ左記事項決定

　a　流失物品係 主任　山下甚之助氏
　　　　　　　　 助手　大西夏亀氏
 　　　泉　源吉氏
　b　配給物品係 主任　泉善治氏
　　　　　　　　 助手　泉　勇氏
　c　倒壊家屋跡始末係 主任　泉又一郎氏
　　　　　　　　　　 助手　山下善助氏，
 　　　富崎忠助氏，
 　　　新沼徳三郎氏 ₂₈）

会合の会場となった山下甚之助宅は石浜集落の
中で流失を免れた ₃軒の家の ₁つであり，聞き取
りによれば，昭和三陸津波後直後は石浜集落の
人々はこの家に避難して寝泊りした。議事録によ
れば津波翌日の ₃ 月 ₄ 日には石浜方正会の中で，
「流失物品係」「配給物品係」「倒壊家屋跡始末係」

― 30 ―



の ₃つの係が決められた。 ₃月 ₄日の正午前に駆
逐艦が港に着岸し，上の会合が ₃月 ₄日午後 ₀時
半に開かれていることを考えれば，駆逐艦「野風」
による配給品への対応も急いで議論されたと推察
される。
このように，被災直後の救援や片付けは，集落
単位の自治組織や青年団が担った。聞き取りによ
れば，綾里村の中でも津波の被害を受けなかった
内陸集落（宮野，野形）から炊き出し等の支援が

みられた。また，救援と片付けは村外の青年団も
加わった。第 ₃図は『昭和八年三月三日気仙郡海
嘯誌』 ₂₉）を基に， ₃ 月 ₃ 日から ₃ 月₁₃日までの₁₁
日間の救援状況を整理したものである。延べ₈₇₆
人の綾里青年団に加え，第 ₃図に示した村外から
の救援は，気仙郡横田青年団の延べ₁₂₀人，気仙
郡上有住青年団の延べ₈₂人等，気仙郡の内陸部を
はじめ，胆沢郡，江刺郡，西磐井郡，和賀郡等，
岩手県内陸部の青年団や自警団が，慰問品持参，

第 ₃図　綾里村へ救援に訪れた青年団等の分布
－昭和 ₈（₁₉₃₃）年 ₃月 ₃日～ ₃月₁₃日－

（岩手県立盛農学校『昭和八年三月三日気仙郡海嘯誌』，₁₉₃₃により作成）
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片付け，死体捜索など救援活動に駆け付けた。さ
らに県を超えて，宮城県本吉郡の気仙沼青年団 ₄
人による綾里村への慰問品持参運搬もみられた。

Ⅳ．地域社会における昭和三陸津波からの復興

（ 1 ）旧行政村における復興
外部からの救援を得つつ片付けが進む中，津波
発生から₁₈日後の ₃ 月₂₁日には，「綾里村災害復
興協会」が設立された。『気仙郡綾里村郷土教育
資料』によれば，綾里村災害復興協会は「直接こ
の災害復旧の計画実行にあたる機関として特設さ
れた謂はゞ非常時内閣である」とされ，地域，産
業，交通，教育，衛生を担当する内務班と，官衙
他町村其他各種団体への交渉，災害慰問事務及応
接を担当する外務班から成り，会長は村上善治，
副会長は千田善之丞，佐々木久蔵であった  ₃₀）。第
₃表は，この綾里村災害復興協会の会長，副会長
となった人物たちの経歴について整理したもので
ある。村役場の助役経験者や，産業組合の理事長
など，村政の役職につくような地域の有力者が復
興を主導していたことが推察される。
山口弥一郎旧蔵資料に含まれる，綾里村災害復
興協会の「事務経過報告書」から，昭和 ₈（₁₉₃₃）
年 ₃月₃₁日時点における復興計画の内容を検討し
ていく。以下，全文を引用した。

綾里村災害復興協会ニ於ケル事務経過報告書
一，綾里村災害復興協会設立ニ関スル件
昭和八年三月三日大海嘯災害ハ明治二十九年

六月十五日ニ於ケル大海嘯ニ次グ惨害ニシテ之
レカ復興ニ対シテハ村民一丸トナリテ之レニ当
ルモ猶其ノ足ラサルヲ憂フ故ニ村当局ニ於テハ
直チニ復興協会設立ノ急務ヲ認メラレ村会ト諮
リ三月二十一日本会ヲ組織セリ依テ会則ノ定ム
ル所ニヨリ夫々顧問委員ヲ嘱託セリ其ノ後僭越
ナカラ応急対策トシテ左ノ事項ヲ計画並ニ協定
シタルヲ以テ玆ニ其ノ経過ノ大要ヲ報告セント
ス希クハ将来村民各位ト共ニ一致協力セラレ災
害復興ニ邁進セラレンコトヲ熱望シテ止マサル
ナリ

一，被害各部落住宅地移転計画ニ関スル件
新住宅移転地ハ高台ニ設クルヲ以テ将来ニ於
ケル惨害予防ノ安全策ト認メ字港岩崎両部落外
別紙図面ノ如ク計画ヲ立案シタリ之レカ復興ニ
要スル財源ハ一時大蔵省預金部ヨリ低利資金年
利三分二厘借入充当スルヲ以テ得策ト認メ建言
セリ村当局ニ於テハ村会ト諮リ之レニ要スル資
金十五萬円ノ借入ヲ議決シ三月三十一日付ヲ以
テ内務大蔵両大臣ニ申込タリ
（※ペン字で「各区長殿ニハ計画ノ大要ヲ
一般ニ周知セシメ本建築ヲ此場合見合ハ

マ マ

シ
ヨウ注意シ戴クコト」と書き込み有）

一，精米所搗賃協定ノ件
精米所復旧ニ付テハ柴田久作ニ綾里信用組合
ヨリ特別ニ低利金（金百五十円）ノ融通ヲ乞

ママ

ヘ
目下工場完成ニ進ミツヽアリ而シテ一般村民ノ
精米賃ハ左表ノ如ク協定シタルヲ以テ夫々一般

第 ₃表　綾里村災害復興協会の役員の経歴

人物 経歴

会長 村上　善治
綾里村野々前に生まれる。盛岡農事講習所卒業，明治₂₉（₁₈₉₆）年綾里村役
場収入役，明治₃₅（₁₉₀₂）年助役，明治₄₃（₁₉₁₀）年綾里郵便局長，昭和 ₈
（₁₉₃₃）年綾里信用販売購買利用組合長。

副会長 千田善之丞 昭和 ₈（₁₉₃₃）年 ₁月現在，綾里信用組合理事長。

副会長 佐々木久蔵
綾里村字野形に生まれる。明治₃₇（₁₉₀₄）年綾里村役場助役に就任後，昭和
₃～昭和 ₇（₁₉₂₈～₁₉₃₂）年綾里村村長。綾里村農会長も兼務。

（山田兼右エ門「綾里村歴代村長の略歴」三陸のむかしがたり₁₅，₁₉₉₄，綾里尋常小学校『綾里村誌』，
₁₉₃₂により作成）
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ニ徹底セシムル様取計レタシ

精米所搗賃協定表

旧来ノ搗賃 新協定搗賃 備考
大麦五斗入金
三十銭

五斗入金
二十五銭

一，新搗賃ハ昭和
八年十二月三十一
日迄トス

籾五斗入金廿
五銭

五斗入金二十
銭

二，搗賃ハ現金拂
トスルコト

玄米四斗入金
十銭

四斗入金十銭 三，各区委員（各
区長）ハ区内一般
ニ徹底スルヨウ御
通達ノコト

蕎麦粉五升金
十銭

五升金七銭

小麦粉五升金
七銭

五升金七銭

米粉一升金四
銭

一升金三銭

壓麦五斗金
六十銭

五斗金五十銭

以上

一，大工木挽舩匠賃協定ニ関スル件
大工木挽舩匠団体ト左ノ通リ協定シタルヲ以テ
之レ又一般ニ徹底セシムルヨウ取計シタシ
大工工賃 木挽工賃 舩匠工賃
一日弁当持金
九十五銭

一日弁当持金一円
五銭

一日弁当持金
一円十五銭

一日賄付金七十銭一日賄付金八十銭 一日賄付金
八十五銭

小漁舩一艘挽賃金
十一円五十五銭

小漁舩一艘工
賃金十七円

以上ハ昭和八年八月三十一日迄トス

一，漁舩建造ニ要スル舩釘供給ニ関スル件
漁舩復旧復興ニ要スル舩釘ハ熊谷丈之助ト左
ノ通リ供給方ヲ協定セリ
（ ₁）一隻分鐡ノ重量六貫八百匁此代金八円

八十銭トス
（ ₂）新造舩以外ノ所要釘ハ鐡ノ重量壱貫匁ニ

付一円三十銭トス
（ ₃）漁業組合員以外ノ者ニ対シテモ本村住民

ニ限リ前項ノ割合ニ依ルコト

一，綾里丸建造並ニ機関購入契約ニ関スル件
航通舩綾里丸ノ復旧ハ一日モ欠クベカラサル
現状ニアルヲ以テ東京朝日新聞社ヨリ指定寄附
金四千二百円ヲ充当シ左ノ如ク建造並ニ機関ノ
購入ヲ契約セリ
（ ₁）舩体元綾里丸ノ設計図ニ依ルコト此ノ建

造請負金壱千九百八十円トス本吉郡気仙
沼町釜ノ前水戸浦相三ト昭和八年四月二
日付ニテ契約ヲ定結セリ

（ ₂）発動機機関ハ兵庫県明石市木下鐡工場ト
（破損古機械ノ幾部提供）復□三十馬力金
二千五百円ニ購入契約セリ

（参考）昭和八年六月中旬進水ノ見込ナリ

一，製材挽賃協定ノ件

一，将来ニ於ケル計画協定ノ件

昭和八年四月十日
綾里村災害復興協会長　村上善治 ₃₁）

資料中では「綾里村災害復興協会設立ニ関スル
件」に続いて，「被害各部落住宅地移転計画ニ関
スル件」，「精米所搗賃協定ノ件」，「大工木挽舩匠
賃協定ニ関スル件」，「漁舩建造ニ要スル舩釘供給
ニ関スル件」，「綾里丸建造並ニ機関購入契約ニ関
スル件」の ₆案件について決定事項が記されてい
る。「製材挽賃協定ノ件」「将来ニ於ケル計画協定
ノ件」の ₂案件は項目のみ記され，内容は記入さ
れていない。
項目ごとに順を追って内容を検討しよう。ま
ず，住宅の集団的な高所移転に関して，港・岩崎
集落を中心に高台移転の計画を立案したことと，
その計画を基に ₃月₃₁日に内務省と大蔵省に対し
ての低利資金の借り入れ申し込みを行ったことが
記されている。
次に，被災した精米所に関して，綾里信用組合
からの補助のもとで再建が進んでいることと，昭
和 ₈年末まで精米料金を新料金に統一を徹底する
ことが記されている。資料中に示された旧搗賃と
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新搗賃を比較すると，大麦・籾・蕎麦粉・米粉・
圧麦はそれぞれ₁-₁₀銭程度の値下げがみられた。
『綾里村誌』によれば，この精米所は岩崎集落に
昭和 ₄（₁₉₂₉）年₁₁月に開所した，電力で稼働す
る精米所であった  ₃₂）。
さらに，主力産業の漁業を支える漁船の復旧に
関して，大工・木挽・船匠の人件費について，昭
和 ₈年 ₈月末まで価格の統一を徹底することが記
されている。昭和三陸津波後には三陸沿岸各地で
漁船の復旧が急務となり，職業紹介事業を介して
三重県・新潟県・北海道等から船大工，新潟県等
から木挽職の出稼ぎがみられた。ただし，綾里村
においては小樽職業安定所から船大工₂₀名の紹介
がみられたが，結果は「求人取り消し通報」と記
されている ₃₃）。なお，人件費と同様に，船釘につ
いても価格の統一が協定された。
最後に，綾里村と大船渡市街をつないだ定期船

「綾里丸」の再建に関して，東京朝日新聞からの
寄付金₄,₂₀₀円を用い，船の建造は本吉郡気仙沼
町釜ノ前の「水戸浦相三」に₁,₉₈₀円で委託し，
発動機は兵庫県明石市の「木下鐡工場」から₂,₅₀₀
円で購入することが記されている。
内容が記されていない「製材挽賃協定ノ件」に
関して補足すると，戦後の林野庁の調査報告書に
は「昭和八年の三陸津浪によって，本村の港・岩
崎等漁業部落は甚大な被害を蒙ったのであるが，
この復興資材の調達のために明治時代から造林さ
れた杉材は伐出され，その製材のために従来の一
工場が一躍三工場に増加した」と記されており，
また，新設された二つの工場は機械製材所であっ
た  ₃₄）。
綾里村復興協会の事務報告書において，精米や
漁船再建の費用の統一の徹底が示されていること
は，被災後に需要が集中していた農業・漁業関係
のインフラに関して，使用料の高騰を防ごうとし
ていた意図があったことが推察される。また，林
業関係の施策も事務報告書には内容までは記され
ていないが，機械製材所の増設が実現された。つ
まり，綾里村復興協会による復興計画は被災集落
の高台移転計画に限られるものではなく，被災後

の村民の生活の混乱を避けるため，漁業に限らな
い多様な生業に対する施策や交通手段の復旧をも
打ち出すものであった。

（ 2 ）集落における復興
集落レベルにおいても，片付けや救援が一段落
した後，様々な復興へ向けた動きがみられた。昭
和 ₈（₁₉₃₃）年 ₄ 月 ₄ 日の石浜方正会「役員会決
議録」の決議事項を検討する。

決議事項
一，参月参日午前拾

マ マ

分襲来ノ大海嘯ノ為アタラ生
命ヲ失ヒタル左記会員及会員家族ニ対シテ弔慰金
贈呈ノ件　但シ金拾円ノ範囲ニ於テ配金ノコト
　会員　　（金参円）新沼吉兵衛
　会員家族（金参円）新沼三十郎（亡，妻，娘，
息子二名）　　
　仝　（金貮円）泉　伴三郎（亡，祖母）
　仝　（金貮円）松田甚作（亡，祖母）
　備考　会員家族ニシテ会員ト同額ナルハ死亡数
多キ為準会員タルトノ見地ニヨリ斯ク配金シタル
モノナリ ₃₅）

このように，津波発生約 ₁か月後には集落内で
犠牲者が出た家への弔慰金の贈呈がみられた。さ
らに，昭和 ₈（₁₉₃₃）年 ₆月₁₅日の「役員会決議録」
では「本会主催ノ頼母子講定期開催日震災ニ依ル
大津波ノ為無期延引ノ形タルヲ近日中ニ頼母子講
取当人ヲ招致シ協議ノ上期日其ノ他決定ノ事」 ₃₆）

とあり，津波によって延期されていた頼母子講を
再開することが決議されている。 

また，津波を契機として，津波以前に無かった
設備を新設しようとする動きもみられた。昭和 ₈
（₁₉₃₃）年 ₇ 月 ₈ 日の「役員会決議録」には以下
の記述がある。

決議事項　「附」都合ニ依リ山下副会長殿宅ニテ
開催セス
一，桟橋築造ノ件
当部落海濱ニハ未ダ桟橋ノ常設無ク部落民ハ勿
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論他ヨリ出入スル船舶ノ尠カラズ迷惑ヲ見ツヽア
ルニ蹶起シ本会主体トナリテ之ガ奔走ヲ為シ目的
達成ヲ図ルコト従ツテ此ノ動機ハ本会布海苔養殖
場復旧ニ依ル綾里村漁業組合ノ助成金交附ニ依ル
モノニシテ津波ノ為破損セル木下秀雄氏関係ノ発
動機船体ヲ使用シ（歩行用床板）他ノ材料ハ坂本
徳治氏所有ノモノヲ用フル事。尚桟橋諸材料ニ就
イテハ請負主岩崎佐々木虎治氏ノ意向ニ依ルモノ
ニシテ工事ニ際シテハ会員交互ニ労力奉仕ヲ為ス
事ニ決定ヲ見タ。而シテ右請負全額ハ一金六拾円
ト決定（乾潮時ニ於テ支障アルベキニ依リ尚二間
延長ノ事而シテ是ニ伴フ金員ノ負擔ハ各船主（発
動機）ノ寄附トス）。内金参拾円ハ昭和八年七月
拾壹日（旧閏五月十九日）請負主佐々木虎治氏ニ
相渡ス事。尚本件ハ最寄ノ会合ノ際ニ於ケル多数
会員ニ計ツテ取極メル事 ₃₇）

このように，石浜集落では津波以前から桟橋が
なく不便であったが，復旧のために綾里村漁業組
合に対し交付金が交付されたことや，破損した発
動機船の用材が桟橋の材料の一部として使用可能
となったことにより，桟橋が新設されることと
なった ₃₈）。
つまり，集落レベルの復興においては，犠牲者
が出た家への弔慰金の贈呈や頼母子講の復活の検
討といった経済的な互助がみられ，さらに津波で
破壊された発動機船の廃材と津波による補助金を
活用し，津波以前にはなかった桟橋を新設する動
きがみられた。

Ⅴ．おわりに

本稿では，岩手県気仙郡綾里村における昭和三
陸津波からの復興プロセスについて，その一端を
明らかにした。 

昭和三陸津波は明治三陸津波から₃₇年後に発生
した津波であったが，夜間に発生した津波であっ
たという点もあり，人々は必ずしも地震発生から
津波を察知して整然と避難したわけではなかっ
た。被災後には綾里村の人々の他，海軍や綾里村

外の青年団等が犠牲者・負傷者の捜索や流失家屋
の片付け，救恤品・慰問品等の配給に当たった。
被災地側においても，流失を免れた家に集まって
会合を行い，片付けや配給品分配の係決めを行う
など迅速に対応を行った。
救援と片付けが一段落すると，地元有力者を中
心として綾里村復興協会が結成され，被災した集
落の移転に関する問題のみならず，精米所や漁船
の復旧に関わる料金の統一，交通の要であった連
絡船の復旧等，生活の混乱を最小限とするための
対応が検討された。その内容は主力産業である漁
業に限られず，農業や林業といった他の生業や，
連絡船という交通手段にも及んだ。また，集落レ
ベルにおいては経済的な互助に加え，津波の被害
を逆手にとって桟橋を新設する動きがみられた。
本稿の検討からは，綾里村において被災後すば
やく地元有力者を中心とした復興委員会の設置と
復興計画の立案がみられ，かつ国の制度を活用し
た復興費の獲得や住宅復旧への動きがみられたこ
とが明らかになった。こうした動きは，昭和三陸
津波に始まるものではない。例えば北原糸子は
『岩手日報』の昭和 ₈（₁₉₃₃）年 ₃ 月₁₁日の記事
を引用し，「国からの復興費補助獲得に対して，
地元では「関東大震災の例に倣って」国庫から土
木費補助を得ることを当然の権利とする動きが起
きている」 ₃₉）と指摘している。また，昭和 ₂（₁₉₂₇）
年の北丹後地震からの復興プロセスを明らかにし
た植村善博らは，「地震発生から₁₅日後に町長ら
と町の有力指導者らが復興委員の選出と復興委員
会の設置を決定し」，「₂₃日後の最初の町会におい
て道路計画や上水道復旧案などの復興計画が承認
され」たことを明らかにした  ₄₀）。即ち，被災後の
地元有力者による復興協会の組織と国の制度の活
用は，大正₁₂（₁₉₂₃）年の関東大震災，昭和 ₂
（₁₉₂₇）年の北丹後地震など，昭和三陸津波の直
近の災害における復興手法と連続したものである
と言えるだろう。建築史学の「近代復興」研究に
おいては国家の復興計画のトップダウンが強調さ
れる傾向にあるが，「近代復興」を支えたもう一
つの側面として，地域社会自らが復興を担う組織
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を結成し，既存の集落組織が主体的に対応して
いった点を捉えることも重要であると考えられ
る。
最後に，本稿で十分に明らかにし得なかった点
について付言しておきたい。旧行政村レベルの復
興計画で記されていた住宅地の集団高台移転に関
して，綾里村において高台移転地の造成自体は速
く，昭和 ₉（₁₉₃₄）年初頭においては「二月上旬
着工三月中竣功」という状況であった ₄₁）。しかし
ながら，『気仙郡綾里村郷土教育資料』によれば，
津波から ₄ 年が経過した綾里村では，昭和₁₂
（₁₉₃₇）年₁₁月現在において「建築されたる戸数」
が₁₅₆戸であるのに対し，「未だ危険区域にある戸
数」は₆₂戸であり，流出戸数の約 ₃分の ₁は未だ
高台に移転できていなかったことが窺える  ₄₂）。こ
うした断片からは高台と低地で並行して復興が進
んでいた様子が推察されるが，戦後も含めた長期
的スパンの復興については今後の課題としたい。

〔付記〕
本稿は平成₂₆（₂₀₁₄）年度に筑波大学人文学類に
提出した卒業論文の一部を，その後の調査を踏まえ
て大幅に加筆・修正したものです。調査に際しては，
綾里の皆さま，磐梯山慧日寺資料館の皆さま，岩手
県立図書館の皆さまに大変お世話になりました。ま
た，村上博是氏には貴重なご助言を賜りました。な
お，本稿に関わる調査の一部は，科学研究費補助金
基盤研究 B「津波常襲地における₅₀年後を見据えた
津波リスク軽減方策とその伝承に関する研究」（研究
代表者・饗庭伸，研究課題番号：₂₆₂₈₂₁₁₃），および
筑波大学先導的研究者体験プログラム種目 B（「津波
常習地における集落移動と地域変化に関する歴史地
理学的研究」（研究代表者・辻本侑生），のご支援を頂
きました。末筆ながら記して感謝申し上げます。

〔注〕
₁ ）①北原糸子『地震の社会史　安政大地震と民衆』
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₁₂₇-₁₃₈頁。
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山下琢巳『水害常襲地域の近世～近代：天竜川下
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₆）岡村健太郎「昭和三陸津波後の岩手県大槌町吉里
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くり計画の作成プロセスと防災面での成果」建築
雑誌 ₁₆₅₁，₂₀₁₃，₂-₃頁。

₉）岡村健太郎「ミライの復興地　昭和三陸津波と東
日本大震災」（貴志俊彦ほか編『記憶と忘却のアジ
ア』青弓社），₂₀₁₅，₂₀-₄₃頁。

₁₀）なお，昭和三陸津波に関しては，山下文男による
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₁₉₈₂），および自治体誌の成果がある（三陸町史編
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₁₂）資料には蔵書の他，フィールドノート，調査カー
ド，書簡，地図，フィルム類等があり，平成₂₈
（₂₀₁₆）年 ₃月現在，整理作業が進められている。

₁₃）例えば砺波散村地域研究所に所蔵されている浅香
幸雄の旧蔵資料など。渋谷鎮明「植民地下朝鮮の
日本人地理学者　砺波散村地域研究所所蔵「浅香
幸雄先生資料」解題」（千田稔編『アジアの時代の
地理学　伝統と変革』古今書院，₂₀₀₈），₂₂₁-₂₃₇頁。

₁₄）大正初期の綾里村の土地利用について『気仙郡綾
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性を示唆している（川島秀一『津波のまちに生きて』
冨山房インターナショナル，₂₀₁₂，₆₈頁）。ただし，
綾里におけるこれまでの筆者の調査において，他
地方からの移住者・流入者の存在はほとんど把握
できていない。明治三陸津波後の人口回復の要因
やメカニズムについては別途詳細な検討が必要で
あると考えている。

₁₉）首藤伸夫「昭和三陸地震津波」（北原糸子ほか編『日
本歴史災害事典』吉川弘文館，₂₀₁₂），₄₅₉頁。

₂₀）山口弥一郎旧蔵資料「三陸地方ノ津浪ニ依ル聚落
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同じく気仙郡の気仙町（現陸前高田市）や小友町
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と生活文化の再創造―気仙沼小々汐オオイの事例
から」（木部暢子編『災害に学ぶ―文化資源の保全
と再生』，₂₀₁₅），₁₅₂頁。

₂₄）岩手県『岩手県昭和震災誌』₁₉₃₄，₁₁₅，₁₂₀頁。
₂₅）大正₁₂（₁₉₂₃）年の関東大震災については，吉田

律人「軍隊の「災害出動」制度の確立　大規模災
害への対応と衛戍の変化から」史学雑誌₁₁₇-₁₀，
₂₀₀₈，₁₇₈₃-₁₈₀₇頁。昭和 ₂（₁₉₂₇）年の丹後地震
に関しては，①小林啓治「丹後震災にみる「救護」
活動の社会的ネットワーク」（上田純一編『丹後地
域史へのいざない』思文閣出版，₂₀₀₇），₉₃-₁₂₃頁，
②小林啓治「北丹後震災における京都府・陸海軍・
諸団体の救護・救援活動に関する一考察」京都府
立大学学術報告「人文」₆₁，₂₀₀₉，₃₅-₆₅頁。昭和
三陸津波に関しては，伊藤大介「昭和三陸津波と
軍隊」（山本和重編『北の軍隊と軍都　地域のなか
の軍隊 ₁　北海道・東北』吉川弘文館，₂₀₁₅），
₂₀₃-₂₃₀頁。

₂₆）「第六駆逐隊三陸地方震災救護任務報告」（公文備考 

昭和 ₈ 年 T 事件，戦役 巻 ₃（防衛省防衛研究所）
JACAR（ ア ジ ア 歴 史 資 料 セ ン タ ー）Ref.

C₀₅₀₂₃₃₂₇₅₀₀）。当資料には次のように記されてい
る。「震災直後ハ流言蜚語盛ニシテ人心不安ヲ来ス
ハ常ナルモ今回ハ事件発生直後海軍艦船派遣ノ旨
地方官憲ニモ通知セラレタルト共ニ「ラヂオ」放
送ニ依リ罹災地ニ知レタルコト及四日未明沿岸一
帯ニ軍艦ノ雄姿現ハレタルハ人心安定上大ナル効
果アリタルヲ疑ハズ」。

₂₇）「三陸地方海嘯被害地救護任務概要　第一駆逐隊」
（公文備考 昭和 ₈ 年 T 事件，戦役巻 ₃（防衛省防
衛研究所）JACAR（アジア歴史資料センター）Ref.

C₀₅₀₂₃₃₂₇₆₀₀）。なお，食糧の中に「缶詰」がみら
れるが，同資料中には，「罹災民ノ大部分ガ漁業又
ハ農業ニ従事スルモノナルヲ以テ糧食品ニアリテ
モ牛肉ノ罐詰等ノ如キモノヨリハ却ツテ梅干，澤
庵漬，味噌等ヲ適当ト思考ス」というように，三
陸地方の食生活に配慮した食糧品の配給を行うべ
きであったと提言されている。

₂₈）石浜方正会文書「役員会決議録」。
₂₉）岩手県立盛農学校『昭和八年三月三日気仙郡海嘯

誌』，₁₉₃₃（岩手県立図書館蔵）。当資料は一部，
チリ地震津波気仙地区調査委員会編『三陸津波誌』，
₁₉₆₁（大船渡市立図書館蔵）にも翻刻された。

₃₀）綾里村尋常高等小学校『気仙郡綾里村郷土教育資
料』，₁₉₄₀，₁₄₉頁（岩手県立図書館蔵マイクロフィ
ルム）。なお，千葉虎彦・籠瀬良明もこの資料を基
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に，綾里村復興協会について報告している。本稿
においては千葉・籠瀬報告を参考にしつつ，郷土
教育資料の原典を参照した。千葉虎彦・籠瀬良明
「津波の記録　三陸海岸綾里湾」地理₃-₃，₁₉₅₈，
₇₈-₈₀頁。

₃₁）山口弥一郎旧蔵資料「綾里村災害復興協会『事務
経過報告書』昭和 ₈ 年 ₄ 月₁₀日」（磐梯山慧日寺資
料 館 蔵）。 表 紙 に は「 村 上」 の 印 鑑 と，
「Showa₁₀.₁₂-₁₁.₁　Y.Yamaguti」の青スタンプが
あり，この資料は，昭和₁₀（₁₉₃₅）年₁₂月₂₇～₂₈
日に山口弥一郎が実施した綾里村調査で，イン
フォーマントでもあった村上善治から入手したも
のと推察される。また，綾里村災害復興協会の事
務報告書には，昭和 ₈（₁₉₃₃）年 ₄月 ₈日時点にお
いての高台移転計画の計画図が示されている。こ
の図において高台移転予定地に書上げられている
名前は₅₉人であり， ₄ 月 ₈ 日時点は₅₉戸の移転が
予定されていたことがわかる。 

₃₂）綾里尋常高等小学校『綾里村誌』，₁₉₃₂，₃₀頁。
₃₃）青森地方職業紹介事務局『岩手県下海嘯罹災地復

興漁船建造に要する労務者紹介状況』₁₉₃₃，₄₇-₅₀
頁（国立国会図書館蔵）。このとき，船大工の就職
を斡旋したのは，青森地方職業紹介事務局である。
日本における公的な職業紹介事業は大正₁₀（₁₉₂₁）
年施行の職業紹介法にはじまったが，昭和 ₅（₁₉₃₀）
年 ₆ 月に青森地方職業紹介事務局が新設され，東
北 ₆ 県と北海道の職業紹介事業を管轄するように
なった（加瀬和俊「昭和戦前期東北地方における

出稼漁夫職業紹介事業の意義と限界」東京水産大
学紀要₂₃，₁₉₈₇，₈₁-₁₀₉頁）。

₃₄）林野庁『昭和二十八年度林業労働篇第二号　山村
経済実態調査書（岩手県気仙郡綾里村　山形県最
上郡金山村』，₁₉₅₄， ₉ 頁，₃₃頁。

₃₅）前掲₂₈）。
₃₆）前掲₂₈）。
₃₇）前掲₂₈）。
₃₈）綾里漁業協同組合出版の漁業史には，昭和三陸津
波後，国の時局匡救事業によって防波堤・物揚場・
護岸・船曳場が事業費₃₅,₆₅₃円で築造されたと記
されているが（綾里漁業協同組合『綾里漁協₅₀年史』
₁₉₉₉，₂₇頁），この件に関する一次資料は発見でき
ておらず，今後の課題としたい。

₃₉）北原糸子『津波災害と近代日本』吉川弘文館，
₂₀₁₄，₄₄頁。

₄₀）植村善博・小林善仁・大邑潤三「₁₉₂₇年北丹後地
震における峰山町の被害実態と復興計画」鷹陵史
学₃₇，₂₀₁₁，₁₅頁。

₄₁）内務大臣官房都市計画課『三陸津波に因る被害町
村の復興計画報告書』₁₉₃₄，₅₀頁。

₄₂）綾里尋常高等小学校『気仙郡綾里村郷土教育資料』
₁₉₄₀，₃₂₃頁（岩手県立図書館蔵マイクロフィル
ム）。なお岡村健太郎は，現地でのインタビュー結
果を踏まえ，実際に復興地が完成したのは津波か
ら ₂ 年後の昭和₁₀（₁₉₃₅）年頃であると推測して
いる。前掲 ₉），₃₉頁。
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